
Library News図書館だより 

No. 13

  Kyoto Women’s University

KWU Library News
2009

貴重書紹介 
・ウィリアム・モリスとケルムスコット・プレス 
・「江湖快心録」雪佳が語る―図書資料としての新聞― 

特 集 



Contents

図書館長だより 
図書館を愛した人・サルトル『嘔吐』の「独学者」
 図書館長　海老井 英次 1 

特集1：〈貴重書紹介〉 

ウィリアム・モリスと 
     ケルムスコット・プレス
 生活造形学科教授　鈴木 佳子 3 

コラム 
大学生の図書館活用法
 現代社会学科准教授　江口 聡 8 

図書館からのお知らせ 
図書館資料展観  10
平成20年度新規購入資料  11 
本館・分館・雑誌室より  12

特集2：〈貴重書紹介〉 

「江湖快心録」雪佳が語る 
           －図書資料としての新聞－ 

 雪佳研究会 一 

表紙・裏表紙 
書名：The roots of the mountains wherein is told somewhat of the 

lives of the men of burg, dale their friends their neighbours 
their foemen and their fellowsin arms
「山々の麓」 

出版：London, 1890
著者：William Morris (1834-1896)
この本は１８９０年のアーツ・アンド・クラフツ展に出品された。印刷用紙はワッ
トマン紙。印刷はチズウィック・プレス、装丁にはモリスがデザインし、マートン・
アビーのモリス工房でプリントされたスイカズラ模様の麻地布を使用。２５０
部限定版。モリス工房の布で装丁された唯一の本。 

請求記号：933/Mo78
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フランスの実存主義哲学者であり作家

であった、ジャン・ポール・サルトルは昭

和30年代から40年代を中心にした一時期

学生に大人気で、『サルトル全集』が翻訳出

版されて、当時の哲学・文学・演劇青年に

広く愛読されていた。同じくフランスの

作家であったアルベール・カミユととも

に、学生演劇の舞台にのせられることも

多かった。よく知られた例では、ノーベル

賞作家大江健三郎氏は東大時代にサルト

ルの影響下に新しい小説を発表し、芥川

賞を受賞し文壇へデビューしたのだった。

氏のデビュー作「死者の奢り」（昭和32年）

に漂うムードは1960年代の青年に共通の

ものだったのである。

そのサルトルの代表作とされる小説『嘔

吐』（1938年）の影響は、これまた絶大で

あった。当時の学生小説には、よく青年

達が嘔吐する場面が描かれていたもので

ある。一口に言えば、世界との違和感が

嘔吐という行為になるのであるが、当に

世界は否定されるべきものとしてあった

のであり、青年達はその否定・改革に挑ん

でいたのである。６０年代は学生運動華や

かなりし日々であった。

さて、その『嘔吐』の中に、主人公のロ

カンタンとともに忘れられぬ人物像を形

成していたのが、作中で「独学者」と呼ば

れているところの一人物である。彼はブ

ーヴィルの町の図書館に日課のように通

い、読書につぶす日々を重ねているので

ある。彼にとっては人生は、生きるとは、

読書に他ならないのである。ロカンタン

と共に私が衝撃を受けたのは、彼の読書

法である。彼は図書館の蔵書を全て読み

尽くそうとの野望に囚われていたのだが、

蔵書を実に著者名のアルファベット順に

読破していたのである。「甲虫類に関する

研究から量子論に関する研究」に移るよ

うな読み方を平気で続けて、今は「Ｌ」に

まで来ているというのである。我々が馴

染んでいる図書の配列は学問大系に従っ

てアメリカのデューイが考案した「十進分

類法」（現行のものは「日本十進分類法」と

言われるもの）であるが、それに従えばあ

る時期には哲学ばかり、ある時期は宗教

ばかり、ある時は社会科学ばかりを読み

上げて、やがて芸術や文学の世界に突入

図書館を愛した人・サルトル『嘔吐』の「独学者」

図書館長　海老井 英次

図 書 館 長 だ よ り
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していくことになり、いつの日にかは「百

科全書派的」学問大系を自分のものにす

る日がくるように思われるが、「独学者」

の場合、はたしてどんな知識体系を自分

のものに出来るのであろうか。

こんな変人の話を持ち出したのは他で

もなく図書館の蔵書の整理・管理法がい

まや大きな問題になっており、いかに限ら

れたスペースになるべく多くの本を収納

し、かつ機能的にそれを出し入れするか

は、多くの図書館で工夫を凝らし、しかる

後何処でも頭を悩ませている課題なので

ある。西欧では前3000年頃のバビロニア

の遺跡に確認されると言われる図書館的

なものの中で、変わらずに問われていた

問題だとも思われる。

入荷順に書籍の判型に従って分類し収

納すればスペースは最小に抑えられるで

あろう。そして蔵書番号をコンピュータ

管理し、書庫からは機械的に選書するシス

テムが一番効率的には優れたもののよう

である。しかし、大きさでこそきちんと書

籍は揃っているが全くアトランダムに並ん

でいる書庫になる。コンピュータの方に

何らかの形で体系化された蔵書目録があ

れば、それに従って本は書庫から選び出さ

れてくることになり、何の問題もなさそう

である。しかし、蔵書との直接の接触が完

全に断たれてしまって大丈夫だろうか、本

と自分との間に常にコンピュータが介入

することに、やはり一抹の不安が覚えられ

るのである。本は自分で選ぶものであり、

その時にどのような情報や係わりがあれ

ば、本を正しく選べるのであろうか。かつ

て国会図書館で借り出した現物を手にし

て初めて「こんな本か」と失望を覚えたこ

とが少なからずあったが、それは選ぶ側の

責任だけに帰すべき問題だろうか。やは

り図書館として備えているシステムの問題

のようにも思われるのである。本を選ぶ

ことに意識的になることから、知的生活が

始まるのではなかろうかと思うのである。

その点をパスしてしまっていた「独学者」

のその後に興味のある方は、是非『嘔吐』

を一読してみて欲しい。

嘔吐
（請求記号 N135.9/Sa69/6）

図 書 館 長 だ よ り
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19世紀の後半英国のヴィクトリア朝時代の、多才な芸術家（詩人、思想家、画家、デザイナー）

であるウィリアム・モリス。近代デザインの展開はモリスに始まるといわれている。

本学の文学部でも多くの研究者がいる。今回はモリスが最後の仕事として実現した、ケルムスコ

ット・プレスの書籍を京都女子大学図書館が多数所蔵していることに関して、資料紹介をしてみたい。

モリスはタイポグラファとしては「グーテンベルグ聖書」を最高のものと考え、美しい印刷本の

要は活字であると考えた。

モリスは1856年頃（オックスフォードの学生時代）に彩飾手稿本を手がけはじめる。ゴシック

風の中世後期の稿本をモデルにし、その後約15年を経て1870年頃に再び稿本が取り上げられて

5～6年続いたが、その書き文字スタイルはローマン体であった。

モリスの芸術観の基礎にゴシックの２本柱があり、ゴシック建築と装飾稿本があった。1870年

になり装飾芸術の世界で成果を上げてきた時期に再び装飾稿本を勉強し選んだ書体が、人文主義

者たちの生み出したスクリプトである（1870年）。この年代にわかっている最初のものは「A

Book of Verse」であり、バーン・ジョーンズ夫人ジョウジアナに捧げられた。これは1872年か

ら始まる壁紙デザインの先駆けとも思われる。

モリスが装飾稿本を再開した時、ローマン体

をとったのはなぜか？　モリスは4冊の16世紀

のイタリアの書法の本を持っていたと言われて

いる。その書法と大英博物館での研究は多くのリーフとして残っている。またこれらの集大成と

言われるモリス最後のカリグラフィは「ウェルギリウスのアイネーイス」（Aeneids of Virgil）といわ

れている。今日のカリグラフィはモリスからエドワード・ジョンストン（近代カリグラフィの指導者）

を通して現代に繋がっている。では、カリグラフィからタイポグラフィへと言うと、モリスのローマ

ン字体活字のデザインはヴェネチァのニコラ・ジェンソン*Nicolas Jeansonの1472年版プリニ

ウィリアム・モリスとケルムスコット・プレス
William  Morris (1834-1896)

生活造形学科教授　鈴木 佳子

貴重書紹介 特集 

[A Book of Verse]
ウィリアム・モリス著　リンダ・バリー著 P.３０３

カリグラフィ ゴシック体（ブラック体）
ローマン体

タイポグラフィ ゴシック体 ・トロイ体
・チョーサー体
（トロイ体を小さくしたもの）

ローマン体 ・ゴールデン体

モリスのカリグラフィとタイポグラフィ
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ウス「博物誌」と後輩で同僚のジャック・ル・ルージュのアレティヌス「フィレンツェ史」1476年版

を研究し参考にした。そしてできたのがモリスのローマン体である。

ケルムスコット・プレス以前では、1890年モリス著「山々の麓」をチジェック・プレスで刷った。

書体はバール体（Basel Type）の改良されたもの（当時出回っていたローマン体の中でモリスが最

もよいとして採用した活字――バーゼル・ロマンのeの字の横線（バー）が斜めであったのを水平

にした活字）であった。

次に京都女子大学の所蔵するケルムスコット・プレスから何点かを紹介したいと思う。ケルム

スコット・プレスの最初の出版は後で紹介する本と同名の「輝く平原の物語」で、ただ一つ2度の

出版をしている、最初の1891年4月印刷5月刊行の本はローマン体である。このローマン体は、

エマリー・ウォーカーの協力を得て自らの活字をデザインした最初のローマン体である。「The

Golden Legend」（黄金伝説）に因んでゴールデン体と名付けられた。

●「The Golden Legend」（黄金伝説）
大型４折本（29cm）3巻本　バーン・ジョーンズの木版扉絵・挿絵2枚縁枠装飾図案（モリス）、手漉刷

本500部限定、価格5ギニィ、1892年刊行。

特集 貴重書紹介 

[The Golden Legend]
（請求記号 992/G61/1-3）
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●「The Recuyell of the Historyes of Troye」（トロイ戦史抄）
トロイ体（ゴシック体）で出版され、1892年10月印刷11月刊行、大型4折本（29cm）2巻本、トロイ

体、目次、付録はチョーサー体、黒赤2色刷、モリスによる頭文字や装飾図案が多数デザインされてい

る。手漉紙刷本300部限定　価格9ギニィ、ヴェラム刷本5部、価格80ポンド。

●「The Story of the Glittering Plain」（輝く平原の物語）
大型4折本（29.5cm）トロイ体、目次はチョーサー体、黒赤2色刷、レヴァレット彫刻、ウォルター・ク

レイン画の木版挿絵と縁枠装飾画23枚、縁枠装飾図案（モリス）、手漉紙刷本250部、価格5ギニィ、ヴ

ェラム刷7部、価格20ポンド、1894年1月印刷、2月刊行。

[The Story of the Glittering Plain]
（請求記号 933.6/Mo78）

[The Recuyell of the Historyes of Troye]
（請求記号 231.1//A4）
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●「The Wood beyond the world」（世界の果の森）
8折本（20.7cm）チョーサー体、黒赤2色刷、スプレイルマ

イア刻、バーン・ジョーンズ画木版口絵、木版縁枠、頭文字

装飾、縁枠装飾図案モリス、手漉紙刷本350部限定、価格2

ギニィ、ヴェラム刷本8部、価格10ギニィ、1894年5月印刷、

10月刊行。

●「The Poetical works of Percy Bysshe Shelly」
(シェリー詩集)3巻本
8折本（20.4cm）、ゴールデン体、第1巻は黒単色刷、第

2・3巻本は黒赤2色刷木版扉、縁枠、頭文字装飾画・図案

（モリス）手漉紙刷各250部限定、価格25シリング、ヴェラム

刷各6部、価格　8ギニィ、1894～1895年刊行。

●「Hand & Soul」（手と魂）
ダンテ・ガブリエル・ロゼッティ作

16折本（14.3cm）ゴールデン体、黒赤2色刷木版扉、縁枠

頭文字装飾画・図案、手漉紙刷300部とヴェラム刷11部（ア

メリカ向け）、国内紙刷本、225部限定、価格10シリング、ヴ

ェラム刷10部限定、価格30シリング、1895年10月印刷、

12月刊行。

●「The Works of Geoffrey Chaucer」
（チョーサー作品集）
ジョフリー・チョーサー作

大型2折本（42.4cm）チョーサー体、長詩の見出しはトロイ

体、2段組。黒赤2色刷、木版バーン・ジョーンズ画、W.H.フーバ

ー刻の挿絵87枚、モリスの木版扉、大型縁枠装飾画14枚、枠

装飾18種、大型頭文字装飾画26種、縁枠装飾図案14種、手漉

紙刷本425部限定、ヴェラム刷13部、1896年5月印刷、6月刊

行、特装本あり（京都女子大学にあるのは復刻版）。

特集 貴重書紹介 

[The Wood beyond the world]（請求記号 933/Mo78）

[Hand & Soul]（請求記号 AN720.28/R73）

[The Works of Geoffrey Chaucer]
（請求記号 931/C36）

[The Poetical works of Percy Bysshe Shelly]
（請求記号 931/Sh14/1-3）
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●「The Sundering Flood」（サンダリング　フラッド）Ｗ・モリス作
8折本（20.5cm）チョーサー体　黒赤2色刷。地図1葉、木版縁枠と頭文字装飾画、縁枠装飾図案、手

漉紙刷本300部限定、価格2ギニィ、1897年11月印刷　1898年2月刊行　この刊本はモリスの物語小

説の最後の著作である。

これらの美しい本たちは私たちに何を語りかけているのだろうか、ウィリアム・モリスの本は

19世紀印刷が多様化され、しかもたくさん印刷される工業化の波に乗って、本そのものの価値を

問うのでなく、ただ知識を伝達する道具になったとき、時代の流れに対してモリスは中世のギル

ドのものつくりに帰ろうとし美しいものを創造しようとした。その流れの中でプライベート・プ

レスに行き着いた。その思いを込めた本たちが今も私たちに問い続けている。

装飾過剰といわれ、モリスの次の時代ノイエ・ティポグラフィの時代を経て、なお、美しく人々

を引きつけている。これらの本を見ることができる幸福をみんなと分かち合いたいと思う。

[The Works of Geoffrey Chaucer]
（請求記号 931/C36）

[The Sundering Flood]
（請求記号 933/Mo78）

*Nicolas Jeanson:トロワの近くで生まれたフランス人でフランス人では最初の重要な印刷術者、王立造幣
局の金属細工と関係深い技官が王の命令で印刷術の秘密を探
るためマインツに送られた（1458年）。その後1470年まで記
録がなく、1470年に独立してヴェネチァで仕事を始める。
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新入生のみなさん、入学おめでとうございます。

大学生と高校生との一番大きな違いは、なん

といっても自由な空き時間があることです。授

業がない時間帯もあります。高校生までのよう

にいつもクラス単位で動いているわけではない

ので、友達がいっしょにいないひとりぼっちの

時間もけっこうあります。大学生になると特に

決まった教室があるわけではないので、どこに

いればよいのかわからないといったこともある

かもしれません。

そんな予定のない時はどこに行けばよいので

しょうか？私は大学から大学院にかけてずいぶ

ん長い時間大学で生活していたのですが、ヒマ

な時間はいつも図書館で過ごしました。大学講

師として授業をする側にまわってからも、行く

先々の大学の図書館で調べものをしたり時間を

調整したりしています。私の個人的な経験から

図書館の使い方を紹介してみます。

場所を確認しよう

まず図書館の場所を確認しましょう。京女の

図書館はE校舎の本館とJ校舎の分館の二つに

分かれています。分館の方がイスと机が広々し

ていて快適かもしれませんね。なんとなくお気

にいりの机やイスを見つけておくと、図書館に

Column

いるのが快適になります。

さて、本が並んでいる開架書架をゆっくり一

周して、だいたいどこにどんな本があるのかを

把握しておきます。興味をひく本のまわりには

同じように興味をひくことが多いです。ぱらぱ

らめくってみましょう。知的な興味がどんどん

広がってゆくはずです。そうしているうちに大

学生活の最初の1、2ヶ月は経ってしまうかもし

れませんね。

本館地下の雑誌室にも注目してください。下

宿を始めて、生活費節約のために新聞をとって

ない人もいるかもしれません。しかしそうい

う生活を続けると、社会の動きを何も知らない

人になってしまいます。勉強のためにも就職活

動のためにも新聞には必ず目を通しておくこ

と。京都新聞の地域面などの犯罪情報にも注

意！難しい勉強関係の雑誌の他に、ファッショ

ン雑誌などもあるので自分で買う必要がなく

なります。

他に皆さんが直接本を眺めることのできない

閉架書架や学外書庫に納められている本もあり

ます。それらを調べるためのOPAC（オンライン

蔵書検索）の使い方も利用の手引きで確認して

ください。

大学生の図書館活用法

現代社会学科准教授　江口　聡
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ノウハウ本と新書を活用する

さて、「図書館」「読書」というと、小説などの

「文学」という印象が強い人が多いかもしれま

せん。でも私が大学生活での読書でおすすめ

したいのはむしろノウハウ本です。私自身、な

にか新しいことを始めるときは、とにかくそれ

に関係する本をざっと読むことから始めます。

ダイエットでもジョギングでも盆栽でも。大学

生生活をはじめるにあたっても、授業の受け方、

ノートの取り方、レポートの書き方、コンパで

の自己紹介の方法など、いろんなガイドブック

があります。数年後にやってくる就職活動のと

きに、なにも知らないで手さぐりではじめるの

と、あらかじめ何冊かのノウハウ本を読んでか

ら始めるのではずいぶん違うものです。なに

かをしようと思ったら図書館で調べる、という

癖をつけると、他のぼんやりしている人たちよ

りずっと有利に物事を進めることができるよう

になるのです。

しかしなにかを調べるときにどこから手をつ

けてよいのかわからない、どこに本があるのか

わからない、オンライン検索するにしてもなに

をキーワードにすればよいのかわからない、と

いうこともあるかもしれません。そういうとき

は、とにかく本館4階の新書のコーナーに行って

ざっとタイトルを見てみましょう。きっとピンと

来る本があるはずです。

視聴覚教材、絵本、マンガ、小説

図書館は「真面目な」本以外にも映画のビデ

オなども収蔵しています。視聴覚資料のコーナ

ーを見てみましょう。時間があまったらいつでも

映画を楽しめるというのはすてきだと思いませ

んか？映画以外にもためになる資料はたくさん

あります。「教養がない」とか言われないように、

たとえばNHKの『映像の世紀』などを見ておくと

よいでしょう。落語や音楽CDもありますので好

きな人はどうぞ。また手塚治虫の漫画もありま

す。名作ぞろいなので全部読んでおきましょう。

『ブッダ』を読んでおけば仏教学の単位もとりや

すくなるかもしれません。

カウンターの人々と仲良くしよう

他、困ったこと、知りたいことがあったら、図書

館カウンターのリファレンスに質問してみましょ

う。本を探してくれたり、探し方をアドバイスして

くれるはずです。ただしなにも調べずに行くのは

だめです。まず図書館の「利用案内」を熟読して

しっかり質問を考えてから行きましょう。

府立図書館、市立図書館もチェック

また、他府県から京都に来た人は、府立図書

館や市立図書館の場所もチェックしておきまし

ょう。一般向けの軽い小説などはそちらの方が

充実しているかもしれません。

それでは楽しい大学生活・図書館ライフを送

ってください！
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図書館からのお知らせ

図書館では、貴重書庫にあり普段見ることのできない図書資料を広く公開するために、年に数回

「図書館資料展観」を実施しています。

平成20年度は2回実施し、どちらも好評を博しました。

図書館資料展観

京都女子大学・京都女子大学短期大学部図書館特別展
「信仰掛軸『鍾馗』・『大黒』 ―無花果文庫本を中心に―」
〈平成20年9月24日～30日　建学記念館「錦華殿」にて実施〉

本学所蔵の「応挙画譜」の他、江戸から大正期の信仰掛軸を中心に展観を実施しました。

◇主な展示資料：

・山城四季物語（1674年）
・西国順礼道中細見大全（1840年）
・栄花物語（1863年）
・親鸞聖人御荼毘所延仁寺御旧跡（1821年）

※八坂神社蔵の嵯峨本「自
じ

然
ねん

居
こ

士
じ

」を11月12日～
14日の3日間特別展示しました。

平成21年度も展観を数回、様々な企画を予定

しています。是非ご来場ください。

開催日程等は図書館の掲示板やホームページ

でお知らせします。お見逃しなく！

第8回 図書館資料特別展観
「鴨東散華 參　～名残と融合～」
〈平成20年11月1日～15日　建学記念館「錦華殿」にて実施〉

平成18年度から本学周辺の地誌や名所案内等を紹介してきた「鴨
おう

東
とう

散
さん

華
げ

」の企画ですが、平成

20年度はその「參」として本学の南の地域を取りあげました。
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藤原利一郎文庫
本学元名誉教授の藤原利一郎先生からご寄贈いただきました図書の整理を終え、平成20年3月
に、分館1階西側壁面に配架いたしました。
藤原先生は、昭和28年4月から昭和56年3月まで京都女子大学で東洋史の講義を担当されまし
た。平成20年12月23日に惜しくもご逝去されました。
ご専門は東南アジア史の研究で、その先生の蔵書の一部を平成18年にご寄贈していただき、
昨年から閲覧できることになりました。文庫の内容は、20世紀初頭から現在に至る東南アジア
史研究の洋書が中心で、欧米の東南アジア研究のほかベトナムなどで出版された資料もありま
す。約1200冊の資料の中には日本の図書館では閲覧できない貴重な資料もあり、学外からの利
用希望も非常に多くあります。本学の皆さんも、ぜひ利用してください。

平成20年度に特別研究図書として、新たに図書館で購入しました。大いに活用してください。

ご利用の際は、OPAC（蔵書検索）で確認の上、各カウンターにお申し込みください。

平成20年度新規購入資料

戦時転住局文書1942－1946
（大戦中の在米日系移民強制隔離の全容を明らかにする史料を収録）

東北大学附属図書館所蔵　狩野文庫マイクロ版集成（第10門Ⅱ兵学③兵法）
（和漢古典の大コレクションである狩野文庫の「兵法」に関する江戸期史料を収録）

Good Housekeeping Vols.1-111（1885－1940）
（アメリカの家庭実用誌。育児、ファッション、美容、料理や婦人向け読み物もある。）

国立国会図書館所蔵　昭和前期刊行図書デジタル版集成（教育部門、団体・個人著作物）
（学習指導、教科課程③「保健体育、家庭科教育、職業教育、職業指導、職業科」の分野のタイトルを収録）

国立国会図書館所蔵　昭和前期刊行図書デジタル版集成（社会科学部門、個人著作物）
（社会一般・社会学、社会史・社会組織、生活問題、社会病理・社会事業・災害の分野のタイトルを収録）

History of Education: 15th-20th Century.
（米国コロンビア大学教育学部ミルバンク記念ライブラリー他が所蔵する15～20世紀の教育関係資料を収録）

新世界新聞　Japanese Daily New World 
PartⅠ(May.1906－Aug.1919) PartⅡ(Sept.1919－Oct.1932)
（1894年にサンフランシスコで創刊されたアメリカ西海岸の日本人移民のための邦字新聞）

資料名（内容）

マイクロフィルム

マイクロフィルム

マイクロフィルム

CD-ROM

CD-ROM

マイクロフィルム

マイクロフィッシュ
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◆絵本のテーマ特集をしました
本館新聞・雑誌コーナーに絵本の特集コー

ナーを設置し、さまざまなテーマで絵本の紹介

を行いました。

◆教科書コーナーを5階に移動しました
本館が所蔵している小学校教科書などの最新版が配架されています。

◆統計・年鑑コーナーを5階に移動しました
国勢調査報告書と一緒に並べましたので、より利用しやすいコーナーになりました。

◆5階新着児童書コーナーが5階絵本コーナーになりました
皆さんが書店などで見かける絵本などが配架されているコーナーです。

絵本コーナーの中で、「昔話・民話」「知識（科学絵本など）」「ハンディキャップ（障害）」「仏教」

をテーマとする絵本については、探しやすいようにテーマごとにまとめて並べています。また、

外国語で書かれた絵本についても、わけて並べています。
※1984年以前に受入れられた絵本（請求記号にNがついたもの）や児童文学・童話集などは本館M3階にありま
す。詳しくはOPAC（蔵書検索）で検索してください。

本館より E校舎

図書館からのお知らせ

石附文庫
平成20年度に京都女子大学図書館個人文庫「石附文庫」が新たに架蔵、本館5階に配架されま
した。
石附実先生（1934～2006）は昭和41～43年オーストラリア国立大学極東史研究所員、翌昭和
44年から天理大学助教授、教授を経て、大阪市立大学文学部教授、その後平成9年本学教授に就
任、平成18年3月にご退職されました。
石附文庫内容：比較・国際教育学を中心とする教育学関係資料
ぜひご利用ください。
ただし、貸出はできません。 カズノホン

（請求記号 375.412/Mo31/2-3）

フレーベル著
「人間の教育」初版本
（請求記号 371.1/F48）

エノホン
（請求記号 375.72/Mo31/1-2）
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◆新着図書について
新しい資料は、1階入口付近に約１ヵ月間配架しています。

図書館には新しい資料がどんどん入ってきます。ぜひチェックしてみてくださいね。

ウィリアム・シェイクスピアの全戯曲を映像化
したシリーズです。（イギリスBBC制作）
有名な「ロミオとジュリエット」など37作品の

他、解説書もありますのでぜひご利用ください。

◆新規購入資料に関するお知らせ
『The Shakespeare collection』
－DVDシェイクスピア全集－（全37巻）
〈分館１階視聴覚コーナー〉

◆四庫全書コーナー等、別置資料一覧
分館では、利用頻度の高いシリーズ資料について、コーナーを設けて別置しています。

コーナー名、配架場所はOPACの検索結果に表示されます。

館内にフロアガイドを掲示していますので、資料を探す時は参考にしてください。

分館より J校舎

日本思想大系コーナー

東洋史基本文献コーナー
（２００８年９月設置）

四庫全書コーナー

大日本史料コーナー

往来物大系コーナー

『新編 日本古典文学全集』（小学館）

『日本古典文学全集』（小学館）

『新 日本古典文学大系』（岩波書店）

『日本古典文学大系』（岩波書店）古
典
文
学
大
系
及
び

叢
書
コ
ー
ナ
ー
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図書館からのお知らせ

◆保育・幼児教育関係雑誌の紹介
平成20年度に新たに購入した雑誌の中で、特に保育や幼児教育に関わりの深い雑誌の一部

をご紹介します。

Nocco（フレーベル館）

雑誌室より

配架先：雑誌室一般書架 〈請求記号：P376/N93〉

子どもに人気のキャラクターを使った創作や手軽に出来る遊び・
運動などを紹介した雑誌です。
保護者と保育者の関わり方をはじめ、毎号巻末には保育所保育指

針・幼稚園教育要領の改訂に合わせて作られた「指導計画と保育の資
料」が掲載されており、指導計画を考える際に役立つ雑誌です。
カラーページも多く、子供と一緒に読んでも楽しめる雑誌です。

月刊クーヨン（クレヨンハウス）

配架先：雑誌室一般書架 〈請求記号：P599/Ku98〉

オーガニックをキーワードに素朴さや自然との上手な関わり方、
シンプルな暮しを紹介する育児雑誌です。
この雑誌を読めば、育児は「大変」「キュウクツな生活」といった

イメージを払拭してくれます。
雑誌で取り上げられる内容は食事・生活・教育・遊びなど多岐に

わたっており、すぐにでも真似したくなる生活が盛り沢山です。

月刊MOE（白泉社）

配架先：雑誌室新聞・軽雑誌コーナー（雑誌室入口付近）
〈請求記号：P726/Mo14〉
※本館5階新聞・雑誌コーナーと分館地下1階新聞・雑誌コーナーにも配架しています。

特に絵本の紹介ページが充実しており、絵本のみならず、絵本に
まつわる世界観といった毎号特色のある特集が組まれています。
絵本紹介の他には展覧会情報やエッセイなども掲載されています。
子どもだけではなく、大人も楽しめる絵本の魅力が詰まっています。

【新規所蔵】

【新規所蔵】

【新規所蔵】

E校舎地階
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0・1・2歳児の保育（小学館）

配架先：雑誌室一般書架 〈請求記号：P376/Y73〉

0～2歳児の乳児の保育についての雑誌です。
手作り玩具の作り方や遊び歌の紹介の他に、年齢別に実

践的な保育指導計画が掲載されており、保育者の「努力」
や「苦労」「やりがい」等、この雑誌だからこそ分かる保育
の現実が描かれています。

3・4・5歳児の保育（小学館）

配架先：雑誌室一般書架 〈請求記号：P376/Sa61〉

3～5歳児を対象とした幼児保育の雑誌です。
毎号テーマに沿った文献やインタビューが掲載されていま
す。
食事・運動・遊戯・園外活動など実際の保育現場を重視し

た内容になっています。
毎号に年齢別指導計画が掲載されています。
この雑誌に紹介される多様な子供たちの姿を知る事は、

保育者を目指す方にも将来
母親になる時にも役立つ
ことでしょう。



は
じ
め
に

京
都
の
近
代
工
芸
を
語
る
時
、
神
坂
雪
佳（
O
隆
）に
必
ず
出
会
う
。
雪

佳
が
図
案
界
を
再
生
し
た
原
動
力
と
認
め
ら
れ
る
故
の
こ
と
で
あ
る
。

神
阪
O
隆
は
、
京
都
東
山
粟
田
口
に
神
阪
O
重
と
シ
ゲ
の
長
男
と
し
て

生
を
享
け
た
。
時
に
慶
応
二
1866
年
正
月
十
二
日
、
睦
仁
親
王
践
祚
の
丁
度

一
年
前
で
あ
る
。

昭
和
十
七
年
1942
年
正
月
、
七
十
七
歳
の
生
涯
を
終
え
る
。「
光
照
院
賢
誉

祥
観
雪
佳
居
士
」。
竹
内
栖
鳳
も
同
年
八
月
に
歿
し
て
お
り
、
こ
の
年
、

京
都
画
壇
の
二
星
が
墜
ち
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の「
神
坂．
雪
佳
」は「
神
阪．
雪
佳
」名
で
諸
資
料
に
登
場
す
る
し
、『
図
案
染
織

海

路
』（
明
治
三
十
五
年
、
芸
艸
堂
）等
も「
神
阪．
雪
佳
」名
と
な
っ
て
い
る
。
か
か
る

問
題
も
含
め
て
今
最
も
重
要
な
資
料
の
一
つ
に
新
聞
記
事
が
あ
る
。
新
聞

記
事
は
、
大
略
、
同
時
代
性
を
有
し
、
本
人
が
そ
こ
に
関
与
し
て
い
る
場
合

が
多
い
。
雪
佳
の
場
合
も
例
外
で
は
あ
り
得
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
多
く
の
場

合
、
新
聞
記
事
は
見
つ
け
に
く
く
、
等
閑
に
付
さ
れ
る
の
が
現
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
向
後
の
事
を
考
え
、
こ
こ
で
は『
京
都
新
聞
』の
前
身
た
る『
日
出

新
聞
』及
び『
京
都
日
出
新
聞
』か
ら
雪
佳
関
係
記
事
の
幾
つ
か
を
拾
い
全
文

を
紹
介
し
、
些
か
の
知
見
を
述
べ
る
。

こ
こ
で
扱
う
記
事
の
主
な
る
も
の
は
次
の
四
点
で
あ
る
。

（１）

明
治
三
十
五
1902
年
一
月
二
十
八
日
・
二
十
九
日
付
『
京
都
日
出
新

聞
』
掲
載
「
神
阪
雪
佳
氏
の
意
匠
工
藝
談
」

（２）

明
治
四
十
一
1908
年
九
月
二
十
日
付
第
7657
号
第
五
面
「
日
曜
文
壇
」

掲
載
、
黒
田
天
外
稿「
江か

う

湖こ

快か
い

心し
ん

録ろ
く

」

（３）

明
治
四
十
三
1910
年
七
月
十
日
付
第
8295
号
第
一
面
掲
載「
京
名
物
八
十
八

神
阪
雪
佳
氏
」

（４）

昭
和
十
七
1942
年
正
月
七
日
付
第
19748
号
第
三
面
掲
載
、
神
阪
雪
佳
死

亡
告
知
記
事

以
下
、
順
を
追
っ
て
紹
介
す
る
。
可
能
な
限
り
旧
漢
字
を
保
守
。

一
「
神
阪
雪
佳
氏
の
意
匠
工
藝
談
」

本
記
事
は
、
欧
州
図
案
事
情
を
視
察
し
て
帰
朝
し
た
神
阪
雪
佳
が
、
そ

の
報
告
を
な
し
た
記
事
。
一
月
二
十
八
日
付
で

第
一
　
曲き

ょ
く

線せ
ん
の

應お
う

用よ
う

第
二
　
室し

つ

内な
い

裝さ
う

飾し
よ
く

を
、
一
月
二
十
九
日
付
で

第
三
　
東と

う

西ざ
い

嗜し

好か
う

の
差さ

異ゐ

第
四
　
彫て

う

刻こ
く

を
載
す
。
全
105
行
、
一
行
22
字
詰
。
当
該
記
事
は
明
治
三
十
五
1902
年
三
月
二
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「
江
湖
快
心
録
」
雪
佳
が
語
る

「
江
湖
快
心
録
」
雪
佳
が
語
る

―
図
書
資
料
と
し
て
の
新
聞
―

O
明 

喜
代 

（
小
野
村
）テ
イ 

神
阪
O
重 

O
隆（
雪
佳
） 

辨
之
助（
松
濤
、日
本
画
家
） 

祐
O（
漆
芸
家
） 

シ
ゲ 
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十
五
日
発
行『
図
按
』第
二
号（
大
日
本
図
案
協
会
）に
転
載
さ
れ
、
端
書
に

左
の
一
遍
は
京

日
の
出
新
聞
に
掲
載
せ
し
も
の
に
て
參
考
に
資
す

べ
き
も
の
あ
れ
ば
茲
に
轉
載
す

と
あ
る
。『
図
按
』誌
は
後
に
東
京
フ
ジ
ミ
書
房
か
ら
平
成
十
二
年
十
一
月

復
刻
発
行
さ
れ
て
い
る
。『
図
按
』誌
と
新
聞
の
主
な
違
い
は
次
の
二
点
。

（ア）
新
聞
は
総
ル
ビ
で
あ
る
が
、『
図
按
』誌
で
は
ほ
と
ん
ど
ル
ビ
は
無
い
。

（イ）『
図
按
』誌
で
は
末
尾
に
東
京
高
等
工
業
学
校
学
生
の
机
案
図
が
載

る
。
こ
の
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
様
式
の
図
案
は
新
聞
に
は
存
在
し
な
い
。

○
神
阪
雪
佳
氏
の
意
匠
工
藝
談

第
一
　
曲き

く
よ

線せ
ん

應お
う

用よ
う
（
ル
ビ
マ
マ
）

曲き
よ
く

線せ
ん

應お
う

用よ
う

と
は
誰だ

れ

が
附
し
た
る
譯や

く

名め
い

か
は
知し

ら
ざ
れ
ど
も
佛ふ

つ

國こ
く

に
て
は
然し

か

言い

は
ず
ア
ル
ヌ
ボ
ー

す
な
は

ち
新し

ん

美び

術じ
ゆ
つ

と
稱せ

う

し
居を

れ
り
我わ

が

藤ふ
ぢ

原は
ら

鎌か
ま

倉く
ら

時じ

代だ
い

の
製せ

い

品ひ
ん

は

凡す
べ

て
曲き

よ
く

線せ
ん

應お
う

用よ
う

に
し
て
今い

ま

更さ
ら

珍め
ず

ら
し
く
喋て

ふ

々く
す
る
程ほ

ど

の
事こ

と

に
あ
ら
ず
唯た

ゞ

今い
ま

の

所
謂

い
は
ゆ
る

曲き
よ
く

線せ
ん

應お
う

用よ
う

皀
す
な
は
ち

新し
ん

美び

術じ
ゆ
つ

は
眞し

ん

の
美び

術じ
ゆ
つ

と
稱せ

う

す
べ
き
に
あ
ら
ず
倫
敦

ロ
ン
ド
ン

あ
た
り

に
て
何な

に

が
な
人じ

ん

目も
く

を
牽ひ

く
べ
き
物も

の

を
作つ

く

ら
ん
と
て
作つ

く

り
出だ

し
た
る
を
新し

ん

奇き

を
好こ

の

む
歐お

う

洲し
う

人に
ん

の
常つ

ね

と
し
て
忽た

ち
ま

ち
佛ふ

つ

國こ
く

に
渡わ

た

り
獨
逸

ド
イ
ツ

に
移う

つ

り
澳
地
利

オ
ー
ス
ト
リ
ー

に
擴ひ

ろ

ま
る
に

至い
た

り
し
な
り

余よ

が
巴パ

里リ
ー

着ち
や
く

の
節せ

つ

久く

保ぼ

田た

米べ
い

齋さ
い

氏し

は
大お

ほ
い

に
佛ふ

つ

國こ
く

の
新し

ん

美び

術じ
ゆ
つ

を
研け

ん

究き
う

せ
よ
と

勸す
ゝ

め
た
り
余よ

は
最さ

い

初し
よ

よ
り
新し

ん

美び

術じ
ゆ
つ

の
厭い

と

ふ
べ
き
に
嘔お

う

吐ど

を
催も

よ

ふ
す
程
な
れ
ど

兎と

に
角か

く

見み

て
置お

か
ん
と
巴
里

パ
リ
ー

市し

中ち
う

を
巡め

ぐ

り
た
る
に
新し

ん

美び

術じ
ゆ
つ

の
看か

ん

版ば
ん

を
出い

だ

せ
る

も
の
と
て
は
一
二
軒け

ん

あ
る
の
み
就つ

い

て
其そ

の

製せ
い

品ひ
ん

を
觀み

た
る
中な

か

に
は
一
二
の
賞せ

う

す

べ
き
も
の
あ
る
も
他た

は
美び

術じ
ゆ
つ

の
名な

を
下く

だ

す
べ
き
も
の
に
あ
ら
ざ
る
に
愈い

よ
　
　

余よ

が

所し
よ

信し
ん

の
愆あ

や
ま

ら
ざ
る
を
知し

り
皀

す
な
は
ち

又ま
た

巴
里

パ
リ
ー

の
一
二
美び

術じ
ゆ
つ

家か

に
就つ

い

て
新し

ん

美び

術じ
ゆ
つ

の
事こ

と

を
問と

ひ
た
る
に
ア
ル
ヌ
ボ
ー
と
云い

は
ず
し
て
マ
カ
ロ
ニ
ー
ア
ル
ヌ
ボ
ー
皀す

な
は

ち
饂う

飩ど
ん

美び

術じ
ゆ
つ

と
惡あ

く

稱せ
う

し
て
今い

ま

は
全ま

つ
た

く
流り

う

行か
う

を
去さ

り
維ウ

也ヰ

納ン

に
於お

い

て
瓶へ

い

式し
き

に
僅わ

づ
か

に
餘よ

命め
い

を
保た

も

つ
彼か

の
饂う

飩ど
ん

に
似に

て
ク
ナ

く
と
長な

が

く
曲ま

が
り

た
る
美び

術じ
ゆ
つ

は
論ろ

ん

ず
る
に
足た

ら
ず
と
大お

ほ
い

に
冷れ

い

笑せ
う

せ
り
余よ

は
今い

ま

尚な

日
本

に
ほ
ん

に
書し

よ

籍せ
き

の
表へ

う

紙し

其そ
の

他た

に
盛さ

か
ん

に
用も

ち

ひ
ら

る
ゝ
を
見み

て
甚

は
な
は
だ

歎な
げ
が

は
し
く
思お

も

へ
り
余よ

も
渡と

航か
う

以い

前ぜ
ん

に
は
多た

少さ
う

新し
ん

美び

術じ
ゆ
つ

を
應お

う

用よ
う

し
た
る
事こ

と

あ
る
も
こ
れ
は
唯た

ゞ

人ひ
と

の
注ち

う

文も
ん

に
依よ

り
不
得
已

や
む
を
江
ざ
る

に
出い

で

た
る
も
の
に
し

て
余よ

が
本ほ

ん

心し
ん

に
あ
ら
ざ
り
し
今こ

ん

後ご

も
余よ

は
新し

ん

美び

術じ
ゆ
つ

を
應お

う

用よ
う

す
る
の
意い

志し

な
し

第
二
　
室し

つ

内な
い

裝さ
う

飾し
よ
く

渡と

航か
う

以い

前ぜ
ん

歐お
う

洲し
う

室し
つ

内な
い

裝さ
う

飾し
よ
く

品ひ
ん

の
意い

匠せ
う

を
托た

く

せ
ら
る
ゝ
に
當あ

た
つ

て
は
實じ

つ

際さ
い

如
何

か

に

す
れ
ば
皀

す
な
は
ち

彼か
れ

に
適て

き

す
る
や
を
圖は

か

る
に
苦く

る
し

み
實じ

つ

は
思お

も

ひ
の
儘ま

ゝ

を
作つ

く

り
た
る
が
今こ

ん

回か
い

の
渡と

航か
う

に「
ウ
ヰ
ン
ゾ
ル
」宮き

う

殿で
ん

其
他

そ
の
た

を
拜は

い

觀か
ん

せ
し
に
頗

す
こ
ぶ
る

意い

想さ
う

の
外ほ

か

に
出い

で

た
り
同ど

う

宮き
う

は
天て

ん

井ぜ
う

、
欄ら

ん

間ま

は
皆み

な

金き
ん

ピ
カ
の
彫て

う

刻こ
く

を
爲な

し
壁へ

き

間か
ん

も
亦ま

た

油あ
ぶ
ら

繪ゑ

、
ゴ

ブ
ラ
ン
、
彫て

う

刻こ
く

等と
う

を
以も

つ

て
空く

隙げ
き

を
餘あ

ま

さ
ず
、
棚た

な

、
机つ

く
へ

、
ス
ト
ー
ブ
等と

う

の
上う

へ

に
は

隈く
ま

な
く
彫て

う

刻こ
く

、
其
他

そ
の
た

の
美び

術じ
ゆ
つ

品ひ
ん

を
陳ち

ん

列れ
つ

せ
り
、
而し

か

し
て
一
二
の
室し

つ

に
は
我わ

が

蒔ま
き

繪ゑ

の
扉と

び
ら

を
應お

う

用よ
う

し
た
る
棚た

な

及お
よ

び
純じ

ゆ
ん

粋す
い

の
日に

本ほ
ん

製せ
い

の
棚た

な

あ
る
を
見み

た
り
宮き

う

室し
つ

既す
で

に
如か

く
の

斯ご
と
し

一
私し

人じ
ん

の
邸
宅
の
裝さ

う

飾し
よ
く

亦ま
た

之こ
れ

に
做な

ら

ひ
、
日に

本ほ
ん

の
室し

つ

内な
い

の
可
成

な
る
べ
く

裝さ
う

飾し
よ
く

を

質し
つ

素そ

に
す
る
に
比ひ

し
て
は
全ま

つ
た

く
反は

ん

對た
い

な
る
を
知し

り
た
り
、

從
し
た
が
つ

て
室し

つ

内な
い

裝さ
う

飾し
よ
く

に
使し

用よ
う

す
べ
き
物ぶ

つ

品ぴ
ん

の
製せ

い

作さ
く

上ぜ
う

に
は
今こ

ん

後ご

大お
ほ
い

に
注ち

う

意い

す
べ
き

處と
こ
ろ

あ
る
べ
き
も
去さ

り

迚と
て

一
事じ

一
物ぶ

つ

に
接せ

つ

せ
ざ
れ
ば
之こ

れ

を
明め

い

言げ
ん

し
難が

た

し
唯た

ゞ

屏べ
う

風ぶ

の

類る
い

に
は
必か

な
ら

ず
腰こ

し

板い
た

を
用も

ち

ふ
べ
き
を
知し

り
た
り
、
倫ロ

ン

敦ド
ン

の
某ば

う

博は
く

物ぶ
つ

舘か
ん

に
我わ

が

屏べ
う

風ぶ

の
陳ち

ん

列れ
つ

せ
ら
れ
あ
る
を
見み

て
靴く

つ

の
障さ

わ

ら
ざ
る
や
を
氣き

遣づ
か

ひ
た
る
程ほ

ど

な
り
我わ

が

室し
つ

内な
い

裝さ
う

飾し
よ
く

品ひ
ん

は
我わ

が

國こ
く

粹す
ゐ

を
忘わ

す

る
べ
か
ら
ざ
る
も
歐お

う

洲し
う

向む
き

の
も
の
に
は
大お

ほ
い

に
歐お

う

洲し
う

の
風ふ

う

を
折せ

つ

衷ち
う

す
べ
き
也な

り

我わ
が

純じ
ん

粹ゐ

粧せ
う

飾し
よ
く

品ひ
ん

を
用も

ち

ふ
べ
き
樣や

う

彼か

の
室し

つ

内な
い

の
構か

う

造ぞ
う

を

改
め
し
め
ん
と
す
る
如ご

と

き
は
到た

う

底て

企き

及ゝ
う

す
べ
か
ら
ざ
る
也な

り

（
未
完
、
八
木
注
、
以
上
一
月
二
十
八
日
分
）

く
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第
三
　
東と

う

西ざ
い

嗜し

好か
う

の
差さ

異ゐ

里リ

昂オ
ン

に
着ち

や
く

し
て
直た

ゞ
ち

に
異ゐ

樣や
う

の
感ん

を
起お

こ

し
た
る
は
歐お

う

洲し
う

人じ
ん

の
何な

に

か
な
し
に
華は

麗で

を
好こ

の

む
に
在あ

り
て
六
十
位く

ら
ゐ

の
婆ば

ゝ

が
花か

冠ゝ
ん

を
戴い

た
ゞ

き
赤せ

き

衣ゐ

を
着つ

け
て
大だ

道だ
う

を
濶か

つ

歩ぽ

し
人ひ

と

の
異
と
せ
ざ
る
に
在あ

り
余よ

等ら

の
眼め

よ
り
は
狂け

う

人じ
ん

と
し
か
思お

も

は
れ
ず
一
切さ

い

万ば
ん

事じ

凡す
べ

て
如か

く
の

此こ
と
く

な
る
も
居を

る
事こ

と

の
久ひ

さ

し
き
に
隨し

た
が

ひ
遂つ

ゐ

に
は
慣な

れ
て
こ
れ
を
異ゐ

と
せ
ざ
る
に
至い

た

れ
り

さ
れ
ば
織を

り

物も
の

の
模も

様や
う

の
如ご

と

き
も
こ
の
範は

ん

圍ゐ

を
免ま

ぬ
が

れ
ず
し
て
余よ

が
携た

づ
さ

行へ
ゆ

き
た
る

織を
り

物も
の

の
見み

本ほ
ん

を
彼か

の

地ち

の
意い

匠せ
う

家か

に
示し

め

せ
し
に
日に

本ほ
ん

人じ
ん

は
何な

に

ゆ
へ
に
斯か

く
く
す
、
、

ん
だ
、
、

色い
ろ

を
好こ

の

む
や
と
先ま

づ

反は
ん

問も
ん

を
受う

け
而し

か

し
て
圖づ

案あ
ん

に
■い

た
つ

て
も

（
マ
マ
）

唯た
ゞ

巧こ
う

妙め
う

な
る
に

は
相さ

う

違い

な
き
も
歐お

う

洲し
う

人じ
ん

の
嗜し

好か
う

に
適て

き

せ
ざ
る
を
遺ゐ

憾か
ん

と
す
と
の
挨あ

い

拶さ
つ

を
爲な

し

た
り

又ま
た

或あ
る

意い

匠せ
う

家か

に
就つ

い

て
太い

た

く
日に

本ほ
ん

人じ
ん

の
意い

に
適て

き

す
る
圖づ

案あ
ん

を
見み

て
之こ

れ

を
賞せ

う

せ
し

に
彼か

れ

は
こ
れ
は
唯た

ゞ

博は
く

覧ら
ん

會か
い

出し
ゆ
つ

品ぴ
ん

の
爲た

め

に
作つ

く

り
た
る
も
の
に
し
て
實じ

つ

用よ
う

を
旨む

ね

と

し
た
る
に
非あ

ら

ず
と
い
へ
り

染そ
め

模も

樣や
う

の
如ご

と

き
も
彼か

の

地ち

に
て
は
そ
の
實じ

つ

物ぶ
つ

に
近ち

か

か
ら
ん
事こ

と

を
求も

と

め
て
色し

よ
く

彩さ
い

に

苦く

心し
ん

す
る
も
我わ

が

國く
に

に
て
は
燕か

き

子つ

花ば
た

な
れ
ば
燕か

き

子つ

花ば
た

の
儘ま

ゝ

の
色い

ろ

に
て
は
承せ

う

知ち

せ

ず
必か

な
ら

ず
其そ

の

色い
ろ

に
一
種し

の
さ
び
、
、

を
附つ

け
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
陶た

う

器き

に
至い

た
つ

て
も
六
兵べ

衞ゑ

風ふ
う

の
物も

の

を
見み

れ
ば
彼か

れ

は
其そ

の

雅が

味み

を
解か

い

せ
ず
し
て
直た

ゞ
ち

に
目も

く

し
て
野や

蠻ば
ん

と
い
ふ

而し
か

し
て
我わ

れ

に
在あ

つ

て
は
凡す

べ

て
の
纎せ

ん

巧こ
う

な
る
も
の
を
愛あ

い

し
て
其そ

の

極き
ょ
く

こ
の
風ふ

う

雅が

な
る

も
の
を
愛あ

い

す
る
に
至い

た

れ
る
を
知し

ら
ず

圖づ

案あ
ん

に
就つ

い

て
我わ

が

國く
に

に
て
は
或あ

る
ひ

は
古こ

歌か

の
意い

を
取と

り
或あ

る
ひ

は
古こ

人じ
ん

の
製せ

い

作さ
く

を
折せ

つ

衷ち

す
る
等な

ど

一
事じ

一
物ぶ

つ

其そ
の

見み

へ
た
丈だ

け

に
て
は
納な

つ

得と
く

せ
ず
必か

な
ら

ず
故こ

事じ

來ら
い

歴れ
き

の
あ
る
を

喜よ
ろ
こ

ぶ
も
彼か

の

地ち

に
て
は
皀

す
な
は
ち

之こ
れ

に
反は

ん

し
見み

た
ま
ゝ
の
も
の
に
て
納な

つ

得と
く

す
、
此こ

の

邊へ
ん

よ

り
察さ

つ

す
れ
ば
ど
う
し
て
も
意い

匠せ
う

圖づ

案あ
ん

等と
う

に
就つ

い

て
は
我わ

が

國く
に

の
方は

う

が
一
歩ぽ

進す
ゝ

め
る

が
如ご

と

し
、
さ
れ
ば
歐お

う

洲し
う

人じ
ん

の
注ち

う

文も
ん

は
我わ

が

國こ
く

人じ
ん

の
注ち

う

文も
ん

に
應お

う

ず
る
よ
り
も
甚

は
な
は
だ

氣き

樂ら
く

な
り

第
四
　
彫て

う

刻こ
く

然し
か

し
彫て

う

刻こ
く

に
至い

た
つ

て
は
到た

う

底て
い

我わ
が

國く
に

は
彼か

れ

に
及お

よ

ば
ず
巴パ

里リ

里リ

昂ヲ
ン

に
て
は
門も

ん

を
出い

づ

れ
ば
及す

な
は

ち
記き

念ね
ん

像ざ
う

、
内う

ち

に
入い

れ
ば
乃す

な
は

ち
柱ち

う

楹江
い

目め

に
觸ふ

を

る
も
の
彫て

う

刻こ
く

な
ら
ざ
る

は
な
し
其そ

の

斯か

く
需じ

ゆ

用よ
う

の
多お

ほ

き
に
從

し
た
が
つて
技ぎ

術じ
ゆ
つ

も
愈い

よ
　
　

進し
ん

歩ぽ

し
政せ

い

府ふ

の
奬せ

う

勵れ
い

も
甚

は
な
は
だ

行ゆ
き

届と
ゞ

き
て
彼か

の

美び

術じ
ゆ
つ

學が
く

校か
う

に
て
は
三
年ね

ん

の
修し

ゆ

學が
く

が
濟す

め
ば
羅ろ

を

馬ま

に
佛ふ

つ

國こ
く

政せ
い

府ふ

が

設せ
つ

置ち

せ
る
美び

術じ
ゆ
つ

學が
く

校か
う

に
入い

ら
し
め
こ
ゝ
に
て
再ま

た

修し
ゆ

業げ
ふ

せ
し
め
、
而し

か

し
て
其そ

の

製せ
い

品ひ
ん

は
之こ

れ

を
政せ

い

府ふ

に
買か

ひ

上あ

ぐ
る
と
い
ふ
風ふ

う

に
し
て
技ぎ

術じ
ゆ
つ

も
實じ

つ

は
進す

ゝ

ま
ざ
る
を
得江

ざ
る
樣や

う

組そ

織し
き

せ
ら
れ
居を

れ
り

其そ
の

學が
く

校か
う

に
就お

い
て
は
教け

う

師し

生せ
い

徒と

共と
も

に
泥ど

ろ

だ
ら
け
に
爲な

り
木き

屑く
づ

だ
ら
け
に
成な

つ

て
働は

た
ら

き
孜し

々ゝ

研け
ん

究き
う

せ
る
樣さ

ま

我わ
が

國く
に

師し

弟て
い

の
楷か

い

級き
ふ

を
分わ

か

て
る
の
比ひ

に
あ
ら
ず
、
又ま

た

彫て
う

刻こ
く

家か

に
は
婦ふ

人じ
ん

に
し
て
六
十
幾い

く

歳さ
い

の
齡よ

は
い

に
在
り
な
が
ら
尚な

ほ

研け
ん

究き
う

に
怠お

こ
た

ら
ず

予よ

が
其そ

の

家い
へ

を
訪と

ひ
た
る
時と

き

は
糸い

と

に
て
身し

ん

体た
い

を
纒ゆ

は

へ
る
何な

と
か
の
理り

想そ
う

に
出い

で

た

る
も
の
を
彫て

う

刻こ
く

し
居を

り
た
り
唯た

ゞ

彼か
れ

等ら

は
熱ね

つ

心し
ん

な
れ
ば
熱ね

つ

心し
ん

な
る
丈だ

け

製せ
い

作さ
く

に
年ね

ん

月げ
つ

を
盡つ

く

す
が
故ゆ

へ

に
收し

う

入に
ふ

の
割わ

り

合あ
ひ

に
は
貧ひ

ん

困こ
ん

し
居を

れ
る
が
如ご

と

し

彫て
う

刻こ
く

は
十
二
世せ

い

紀き

以い

來ら
い

の
も
の
を
見み

た
る
が
こ
の
世せ

い

紀き

の
も
の
は
我わ

が

奈な

良ら

朝て
う

時じ

代だ
い

の
如ご

と

し
刀た

う

痕こ
ん

頗す
こ
ぶ

る
ボ
ン
ヤ
リ
し
居を

る
も
十
六
七
世せ

い

紀き

は
鎌か

ま

倉く
ら

時じ

代だ
い

の
如ご

と

く
刀た

う

痕こ
ん

深ふ
か

く
し
て
且か

つ

鮮せ
ん

麗れ
い

な
り
彫て

う

刻こ
く

の
材ざ

い

料れ
う

は
矢や

張は
り

櫻さ
く
ら

の
類る

ゐ

、
大だ

い

理り

石せ
き

の
類る

ゐ

に
し
て
器き

物ぶ
つ

は
た、
が
ね
、
、

小せ
う

刀た
う

共と
も

我わ
が

國く
に

と
殆ほ

と
ん

ど
異こ

と
な

ら
ざ
る
が
如ご

と

し

（
完
、
八
木
注
、
一
月
二
十
九
日
付
分
）

新
聞
記
事
で
は
部
分
的
に
誤
植
等
が
あ
る
が
、
可
能
な
限

り
そ
の
ママ
と
し
た
。
ま
た
、『
図
按
』に
転
載
の
折
、
故
意
を

以
て
文
字
を
変
更
す
る
部
分
が
あ
る
が
そ
の
ま
ま
に
し
た
。

貴重書紹介 貴重書紹介 
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二
　
黒
田
天
外
「
江
湖
快
心
録
―
図
案
家
の
白
眉
―
」

本
記
事
は
美
術
評
論
家
黒
田
天
外
の
取
材
に
応
じ
た
も
の
で
、
約
2600
字

弱
の
記
事
。
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版『
京
都
日
出
新
聞
』（
京
都
女
子
大
学
図
書
館
雑

誌
室
、
請
求
記
号071M

R/K
y6/117

）で
確
認
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

つ
ま
り
、マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
で
は
五
段
目
の
一
部
分
に
欠
損
が
生
じ

て
お
り
、
判
読
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
京
都
府
立
総
合
資
料
館
で
原
本

（
請
求
記
号
、

）を
確
認
す
る
と
、
こ
の
欠
損
は
原
本
段
階
で
生
じ

て
い
る
も
の
と
知
ら
れ
る
。
次
い
で
、
国
立
国
会
図
書
館
本（
請
求
記
号
、

新
‐
15
）
を
確
認
す

る
と
、
こ
れ
に
は

欠
損
は
認
め
ら

れ
な
い
。
す
な
わ

ち
、
当
該
「
江
湖

快
心
録
」に
と
っ

て
は
、
国
立
国
会

図
書
館
本
が
最

善
本
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
故
に
本

稿
で
は
、
国
立
国

会
図
書
館
本
の

電
子
複
写
に
依
っ

て
全
文
を
紹
介

し
て
お
く
。
原
本

で
す
で
に
活
字
の

潰
れ
等
が
あ
り
、

判
読
が
難
し
い
か

ら
で
あ
る
。

シ
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江か
う

湖こ

快か
い

心し
ん

録ろ
く

黒
田
天
外

圖づ

案あ
ん

家か

の
白は

く

眉び

1

九
月が
つ

六
日か

、
京き
や
う

都と

圖づ

案あ
ん

家か

の
白は
く

眉び

神
阪
雪
佳
氏

．
．
．
．
．

2

を
新し
ん

町ま
ち

椹
木

は
し
き

町て
う

角か
ど

の
宅た

く

に
訪と

ふ
。
此
方

こ
な
た

へ
と
の

3

に
其そ

の

應
接
室

．
．
．

に
通と
ほ

れ
ば
、
卓
子
を
圍
ん
で
籐
椅
子

、
、
、
、
、
、
、
、
、

4

あ
り
、
、

、
竹
樹
婆
裟
た
る
小
庭
に
面
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
硝
子
障
子

、
、
、
、

5

巧
み
に
柝
竹
を
嵌
し

、
、
、
、
、
、
、
、

、
外
面
に
小
簾
を
掲
げ

、
、
、
、
、
、
、
、

、
壁、

6

上
に
は

、
、
、

伊
年
．
．

の
ほ
う
づ
き
數
十
を
描
け
る
横
幅
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

7

懸
た
る
が

、
、
、
、

、
筆
致
豪
宕
高
逸
に
し
て
頗
る
喜
ぶ
べ

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

8

し、
。
須し
ゆ

曳ゝ

に
し
て

、
、
、

氏し

出い
で

來き
た

り、
、
一
揖い
う

し
て
款が
ゝ

語ご

す

9

、
乃
す
な
は

ち
余よ

の
問と

ひ

に
答こ

た

へ
て
曰い

は

く
、
私

わ
た
し

の
家い

へ

は
禁き

ん

裏り

10

御み

中う
ち

で
、
祖そ

父ふ

の
頃こ

ろ

ま
で
調て

う

度ど

の
御ご

用よ
う

な
ど
勤つ

と

め

11

て
居を

り
ま
し
た
の
で
、
私

わ
た
し

の
生う

ま

れ
た
の
は
粟あ

は

田た

で

12

ムご
ざ

い
ま
す
。
幼江
う

年ね
ん

の
時と
き

か
ら
■ゑ

が
好す
き

で
ムご
ざ

い
ま
し

13

た
か
ら
、
十
三
四
の
頃こ
ろ

か
ら
鹽し
ほ

川か
は

文ぶ
ん

鱗り
ん

の
門も
ん

人じ
ん

小．

14

野
村
賢
擧

．
．
．
．

と
い
ふ
が
親し
ん

族ぞ
く

で
も
あ
り
、
そ
れ
に
つ

15

い
て
初は
じ

め
て
■が

を
學ま
な

び
、
後の
ち

に
鈴
木
瑞
彦

．
．
．
．

に
つ
き

16

、
繪
■
．
．

、
及
び
圖
案
．
．

を
學ま

な

び
ま
し
た
。

17

其そ
の

後ご

東と
う

京け
う

の
皇か

う

宮き
う

御ご

造ざ
う

營江
い

に
つ
い
て
、
京け

う

都と

の

18

川か
は

島し
ま

、
飯い
ゝ

田だ

二
氏し

が
室し
つ

内な
い

裝さ
う

飾し
よ
く

織を
り

物も
の

の
御ご

用よ
う

を
蒙か
う

19

む
ら
れ
ま
し
た
が
、
此そ
の

圖づ

案あ
ん

專せ
ん

門も
ん

と
い
ふ
は
、
當た
う

20

時じ

西に
し

陣ぢ
ん

で
稻い
な

垣が
き

と
い
ふ
老ろ
う

人に
ん

一
人に
ん

で
、
そ
れ
も
普ふ

21

通つ
う

の
も
の
は
出で

來き

る
が
、
新あ
ら

た
に
こ
し
ら
へ
る

22

は
出で

來き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
■が

家ゝ

の
景
年
．
．

、
宗．
立．
・
米．

23

僊．
な
ど
の
人ひ
と

々く
が
頻し
き

り
に
新し
ん

圖づ

案あ
ん

を
作つ
く

ら
る
ゝ

24

と
な
り
、
私
わ
た
し

も
研け

ん

究き
う

か
た

ぐ
、
米べ

い

僊せ
ん

さ
ん
が
圖づ

25

案あ
ん

を
作つ
く

ら
れ
る
と
、
私
わ
た
し
が
着ち
や
く

色し
よ
く

を
す
る
と
い
ふ

26

鹽あ
ん

梅ば
い

で
助じ

よ

手し
ゆ

を
な
し
、
非
常
に
面
白
く
思
ふ
て
居

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

27

り
ま
し
た

、
、
、
、

。

28

そ
れ
で
こ
の
圖づ

案あ
ん

を
や
る
に
は
、
工こ
う

藝げ
い

品ひ
ん

の
組そ

29

織し
き

を
知
ら
ね
ば
な
ら
ん
か
ら
、
一
二
年ね

ん

間か
ん

は
高た

か

倉く
ら

30

の
錦
に
し
き
か
ら
川か
は

島し
ま

氏し

の
一
條で
う

の
工こ
う

場で
う

へ
日に
ち

々く
通か
よ

ふ
て

31

織
物
の
配
色

、
、
、
、
、

、
其
他
種
々
研
究
な
し

、
、
、
、
、
、
、
、

。
ま
た
金き

ん

屬ぞ
く

32

で
は
紹せ
う

美み

氏し

の
宅た
く

へ
い
つ
て
、
圖
案
を
作
り
か
た

、
、
、
、
、
、
、

33

が
た
合
金

、
、
、
、

、
着
色
、
、

、
其
他
の
■
を
研
究
し

、
、
、
、
、
、
、
、

。
蒔ま
き

繪ゑ

34

は
こ
し
ら
へ
て
見み

ね
ば
分わ
か

ら
ん
か
ら
、
自
ら
小
厘

、
、
、
、

35

を
作
つ
た
り

、
、
、
、
、

、
ま
た
實
地
を
觀
察
し
た
り

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
箇
樣
、
、

36

に
し
て
い
ろ

、
、
、
、
、

く、、
研
究
を
致
し
ま
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、

。

37

は
い
、
高た

か

倉く
ら

の
錦
に
し
き
と
い
ふ
は
品し
な

川が
は

子し

爵ゝ
や
く

の
尊
攘
．
．

38

堂．
で
、
其そ
の

頃こ
ろ

私わ
た
し

の
父ち

ゝ

が
閑か

ん

散さ
ん

で
居を

り
ま
し
た
處

と
こ
ろ

か

39

ら
、
書し
よ

肆し

田
中
の
紹せ
う

介か
い

で
同ど
う

堂だ
う

の
留る

守す

居ゐ

を
致い
た

し

40

私
わ
た
し
も
七
年ね
ん

ほ
ど
其そ

處こ

に
居を

り
ま
し
た
の
で
、
丁て
う

度ど

41

明め
い

治ぢ

二
十
三
年ね
ん

の
頃こ
ろ

、
子し

爵し
や
く

は
獨ど

逸い
つ

公こ
う

使し

を
罷や
め

て

42

歸か
へ

ら
れ
、
時と
き

々く
同ど
う

堂だ
う

へ
御
出
お
い
で

に
な
り
ま
し
た
が
。

43

子し

爵ゝ
や
く

は
私
わ
た
し
が
■が

を
描か

き
ま
す
の
を
見み

て
、
か
ね
が

44

ね
先せ
ん

師し

松せ
う

陰い
ん

先せ
ん

生せ
い

の
繪ゑ

巻ま
き

物も
の

を
こ
し
ら
へ
た
い
と

45

思お
も

ふ
て
ゐ
る
の
で
、
詞こ

と
ば

書が
き

は
己お

れ

が
書か

く
が
、
汝

お
ま
へ

は

46

■が

を
描か

い

て
見み

な
い
か
と
の

で
、
少す

こ

し
や
り
か
け

47

た

も
ムご

ざ

い
ま
す
し
。
ま
た
繪か
い

■が

も
結け
つ

構こ
う

で
あ
る

48

が
、
美
術
工
藝
を
發
逹
せ
し
む
る
に
は
意
匠
圖
案

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

49

が
必
要
．
．

で
、
外が
い

國こ
く

で
は
非ひ

常ぜ
う

に
貴き

重て
う

し
て
お
る
か

50

ら
、
一
つ
其そ

の

方は
う

を
十
分ぶ

ん

や
つ
て
見み

な
い
か
と
の
御お

51

談
話

は
な
し

。
で
私

わ
た
し

も
か
ね

ぐ
其そ

の

方は
う

は
好す

き

な
道み

ち

で
ムご

ざ

い

52

ま
す
が
、
ど
う
も
よ
い
師し

匠せ
う

が
な
う
て
困こ
ま

つ
て
居を

53

り
ま
す
と
申ま

を

し
ま
す
と
。
夫そ

れ

で
は
己を

れ

が
紹せ

う

介か
い

し
て

54

や
ろ
う
と
の

で
、
遂つ
ひ

に
岸
光
景
氏

．
．
．
．

の
方は
う

へ
入に
ふ

門も
ん

55

す
る

と
な
り
ま
し
た
が
。
其そ

の

頃こ
ろ

岸き
し

氏ゝ

は
一
時じ

京け
う

56

都と

へ
來き

て
居を

ら
れ
ま
し
た
、
ま
た
東と
う

京け
う

へ
歸か
へ

ら
れ

57

た
後の

ち

は
私
わ
た
し
も
彼
地
あ
つ
ち

へ
參ま
ひ

り
、
而さ
う

し
て
頻し
き

り
と
圖づ

案あ
ん

58

の
研け
ん

究き
う

を
致い
た

し
ま
し
た
、
只た
ゞ

今い
ま

玄げ
ん

關か
ん

に
か
け
て
置お
き

59

ま
す
品し
な

川が
は

子し

爵ゝ
や
く

の
心
織
筆
耕

．
．
．
．

と
い
ふ
額が
く

は
、
そ
の

60

頃こ
ろ

子し

爵ゝ
や
く

の
書か
い

て
下く
だ

さ
つ
た
も
の
で
、
之
を
見
て
始

、
、
、
、
、

61

終
研
究
せ
い
と
の
■
で
ム
い
ま
し
た

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

。

62

そ
れ
か
ら
明め
い

治ぢ

二
十
九
年ね

ん

の
頃こ

ろ

で
、
當た

う

時じ

京け
う

都と

63

に
於お
け

る
漆
器
．
．

、
蒔
繪
．
．

の
衰す
い

頽た
い

は
實じ
つ

に
其そ
の

極き
よ
く

に
逹た

つ

し

64

何ど

處こ

の
博は
く

覽ら
ん

會か
い

、
展て
ん

覽ら
ん

會か
い

で
も
東と
う

京け
う

其そ
の

他た

よ
り
退た

い

65

歩ほ

し
て
、
褒ほ
う

状ぜ
う

ぐ
ら
い
よ
り
貰も
ら

へ
な
い
。
そ
こ
で

66

當た
う

地ち

の
内な
い

貴き

、
雨
森

あ
め
の
も
り
、
西に
し

村む
ら

な
ど
い
ふ
有ゆ
う

力り
よ
く

者し
や

の
骨ほ
ね

67

折を
り

で
、
せ
め
て
圖づ

案あ
ん

か
ら
で
も
改か
い

良れ
う

し
て
奬せ
う

勵れ
い

し

68

た
ら
よ
か
ろ
う
と
の

で
、
京
都
市
漆
器
蒔
繪
圖

．
．
．
．
．
．
．
．

69

案
調
製
所
と
い
ふ
を
御ご

苑江
ん

内な
い

博は
く

覽ら
ん

協け
ふ

會か
い

の
一
部ぶ

に

70

設ま
ふ

け
、
市し

か
ら
岸き

し

光み
つ

景か
げ

氏し

を
顧こ

問も
ん

に
囑し

よ
く

托た
く

し
、
私わ

た
し

貴重書紹介 貴重書紹介 
集 特 
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71

は
主し

ゆ

任に
ん

で
三さ

ん

人に
ん

ほ
ど
率ひ

き

ひ
、
晝ち

ゆ
う

夜や

寢し
ん

食し
よ
く

を
忘わ

す

れ
て

72

圖づ

案あ
ん

調て
う

整せ
い

に
從じ

う

事じ

し
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
市し

で
金か

ね

73

を
出だ

し
當た
う

業げ
ふ

者し
や

へ
無む

代だ
い

に
て
圖づ

案あ
ん

を
や
る
の
で
、

74

此
際
は
私
も
好
な
■
を
描
く
暇
も
厶
い
ま
せ
ん
で

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

75

し
た
、
、

。

76

處
と
こ
ろ

が
此こ

の
奬せ

う

勵れ
い

と
當た

う

業げ
ふ

者し
や

の
覺か

く

醒せ
い

で
、
京け

う

都と

の

77

漆し
つ

器き

蒔ま
き

繪え

も
非ひ

常ぜ
う

に
進し

ん

歩ぽ

な
し
、
そ
こ
こ
ゝ
の
共け

う

78

進し
ん

會か
い

等と
う

で
金き
ん

牌ぱ
い

や
銀ぎ
ん

牌ぱ
い

を
得う

る
や
う
に
な
り
ま
し

79

た
か
ら
、
市し

で
も
も
う
こ
ゝ
ま
で
進す

ゝ

ん
だ
の
だ
か

80

ら
、
補ほ

助じ
よ

奬し
よ
う

勵れ
い

は
止よ
し

て
も
よ
か
ろ
う
と
の

で
、

81

遂つ
ひ

に
五
ヶ
年ね

ん

で
圖づ

案あ
ん

調て
う

製せ
い

所し
よ

を
閉
す

と
な
り
、

82

私
わ
た
し

は
更さ

ら

に
美
術
工
藝
學
校

．
．
．
．
．
．

の
技
師
を
囑し

よ
く

托た
く

さ
れ
、

83

同ど
う

校か
う

の
依い

頼ら
い

製せ
い

作さ
く

を
擔た
ん

任に
ん

す
る

に
な
り
ま
し
た

84

が
、
そ
れ
は
三
十
三
年ね
ん

の
四
月が
つ

で
厶ご
ざ

い
ま
す
。
そ

85

れ
で
初は
じ

め
は
生せ
い

徒と

の
教け
う

授じ
ゆ

は
致い
た

し
ま
せ
な
ん
だ
が

86

次つ
い

で
教け
う

諭ゆ

兼け
ん

技ぎ

師し

と
な
り
、
翌よ
く

三
十
四
年ね
ん

七
月が
つ

京け
う

87

都と

市し

の
命め
い

を
受う

け
歐
洲
各
國
の
美
術
工
藝
を
視
察

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

88

す
る
こ
と
ゝ
な
り
、
同ど
う

時じ

に
農の
う

商せ
う

務む

省せ
う

よ
り
英え
い

國こ
く

89

プ
（
マ
マ
）ラ
ス
ゴ
ー
博は
く

覽ら
ん

會か
い

の
意い

匠せ
う

圖づ

案あ
ん

取と
り

調し
ら
べ

を
囑し
よ
く

托た
く

さ

90

れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
先ま

づ
巴
里
．
．

に
着つ

き
、
直す

ぐ
英．

91

國．
に
赴お
も

む
い
て
グ
ラ
ス
ゴ
ー
博は
く

覽ら
ん

會か
い

を
觀か
ん

覽ら
ん

し
、

92

夫そ
れ

よ
り
白
耳
義

．
．
．

、
和
蘭
．
．

、
獨
逸
．
．

、
墺
太
利

．
．
．

よ
り
、
ミ

93

ユ
ン
ヘ
ン
を
經へ

て
巴
里
パ
リ
ー

へ
戻も
ど

り
、
更さ
ら

に
瑞
西
．
．

を
視し

94

察さ
つ

し
、
元も

と

の
道み

ち

を
印い

ん

度ど

を
過す

ぎ
歸か

へ

り
ま
し
た
の
で
、

95

巡
回
し
た
の
は
総す

べ

て
七
ヶ
國

．
．
．

、
徃お

う

復ふ
く

と
も
で
七
ヶ

96

月げ
つ

で
ムご

ざ

い
ま
し
た
。

97

そ
れ
で
意い

匠し
よ
う

圖づ

案あ
ん

に
つ
い
て
は
、
從じ
う

來ら
い

外が
い

國こ
く

の

98

雜ざ
つ

誌し

や
書し

よ

物も
つ

を
見み

て
お
り
ま
す
し
、
彼か

の

地ち

で
は
巴パ

99

里リ
ー

博は
く

覧ら
ん

會か
い

後ご

で
ア
ー
ル
ヌ
ー
ボ
ー
が
恰あ
た

か
も
流は

行や

100

り
止や

ん
だ
時と

き

で
、
夫そ

れ

に
代か

は

る
べ
き
面お

も

白し
ろ

い
意い

匠せ
う

も

101

未ま

だ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
、
さ
し
て
感
ず
る

．
．
．
．
．
．

102

程
の
事
も
ム
い
ま
せ
な
ん
だ

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

。
洋や
う

■が

家か

な
ど
で
は

103

彼か
の

地ち

に
名め

い

■が

も
多お

ほ

く
、
良れ

う

師し

も
あ
り
、
是ぜ

非ひ

出で

か

104

け
ね
ば
な
ら
ん
で
す
が
、
圖
案
家
な
ど
は
十
分
日

、
、
、
、
、
、
、
、
、

105

本
で
頭
腦
を
こ
し
ら
へ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

、
夫
か
ら
一
度
見
て
く
れ

、
、
、
、
、
、
、
、
、

106

ば
よ
い
や
う
で
ム
い
ま
す

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

。

107

此こ
の

頃ご
ろ

は
圖づ

案あ
ん

家か

も
澤た
く

山さ
ん

出で

來き

ま
し
た
か
ら
私
わ
た
し
は

108

あ
ま
り
や
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
師し

匠せ
う

の
岸き
し

氏ゝ

な
ど

109

が
、
光こ
う

悦江
つ

、
光か
う

琳り
ん

は
立り
つ

派ぱ

な
意い

匠せ
う

家か

な
る
の
み
な

110

ら
す
、
人じ
ん

物ぶ
つ

と
い
ひ
、
繪か
い

■が

と
い
ひ
、
實じ
つ

に
稀き

世せ
い

111

の
豪ご
う

傑け
つ

で
あ
る
か
ら
、
せ
め
て
其そ
の

筆ひ
つ

墨ぼ
く

の
型か
た

だ
け

112

で
も
殘の
こ

し
た
い
と
の

で
、
私
も
繪
■
は
樂
し
み

．
．
．
．
．
．
．
．

113

と
し
て

．
．
．

、
主
と
し
て
光
悦

．
．
．
．
．
．

、
光
琳
の
風
を
學
ん
で

．
．
．
．
．
．
．
．

114

居
り
ま
す

．
．
．
．

。
と
、

115

氏し

は
斯か

く
語か
た

り
つ
ゝ
、
起た
つ

て
其そ
の

意い

匠せ
う

に
な
る
鷺．

116

の
食
籠

．
．
．

、
其そ

の

他た

二
三
を
示し

め

し
、
ま
た
恭

う
や
う

や
し
く
一．

117

小
幅
．
．

を
壁へ
き

上ぜ
う

に
掛か

け
し
が
、
圖づ

は
直
髷

ち
ょ
ん
ま
げ
の
老ら
う

爺や

を

118

■江
が

き
し
も
の
に
で
、
羽は

織お
り

は
青あ

を

、
衣い

服ふ
く

、
袴

は
か
ま

は
丹た

ん

を

119

塗ぬ

り
、
黒く

ろ

沓ぐ
つ

を
穿う

が

た
せ
、
筆ひ

つ

致ち

恰あ
だ

か
も
鳥と

羽ば

繪ゑ

の

120

如ご
と

し
。
氏し

曰い
は

く
、
こ
れ
は
　
今
上
陛
下
八
歳
の
時

．
．
．
．
．
．
．
．

121

の
御
筆

．
．
．

で
、
私
わ
た
し
の
母は
ゝ

家か
た

の
祖そ

父ふ

が
宮き
う

中ち
う

に
奉ほ
う

公こ
う

し

122

陛へ
い

下か

の
御お

傳も
り

を
し
て
居を

り
ま
し
た
時と

き

、
一
日じ

つ

爺ぢ
い

を

123

■か
い

て
や
ら
う
と
仰お
ほ

せ
ら
れ
、
御お

■か

き
に
な
り
ま
し

124

た
の
が
之こ

れ

で
、
圖づ

は
祖ぢ

父い

の
肖せ

う

像ざ
う

で
、
髷ま

げ

の
一
風ぷ

う

125

あ
る
處

と
こ
ろ

が
よ
く
肖に

て
居を

る
さ
う
で
ムご

ざ

い
ま
す
。
そ

126

こ
で
も
う
一
枚ま
い

願ね
が

ひ
ま
す
と
申
上
ま
を
し
あ

げ
ま
す
と
、
よ

127

し

く
と
更さ

ら

に
一
枚ま

い

下く
だ

さ
れ
ま
し
た
の
は
、
目も

く

下か

128

母は
ゝ

家か
た

に
保ほ

存ぞ
ん

し
て
居を

り
ま
す
。
と
、
乃
す
な
は
ち
恭
う
や
う
や
し

129

く
拜は

い

觀か
ん

す
る
に
、
恰あ

だ

か
も
十
二
三
歳さ

い

の
小
兒

せ
う
に

に
ヽ

ち
ょ
ん

130

髷ま
げ

を
の
せ
た
る
如こ

と

き
も
、
然
も
其
姿
態
の
完
整
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、

131

し
て
、
、

、
筆
力
の
濶
逹
な
る

、
、
、
、
、
、
、

、
到
底
八
歳
の
御
筆
と

、
、
、
、
、
、
、
、

132

は
見
奉
つ
ら
ず

、
、
、
、
、
、

、
當
初
や
は
り
名
あ
る
■
家
の
草

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

133

筆
な
ら
ん
と
思
ひ
し
程
な
り
き

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

。
麟り
ん

鳳ぽ
う

は
小せ
う

々く
に

134

し
て
早は
や

く
吉き
つ

彩さ
う

祥せ
う

光か
う

を
あ
ら
は
す
、
申。

す。

も。

畏。

き。

135

わ。

が。

叡。

聖。

文。

武。

天。

皇。

陛。

下。

が。

八。

歳。

の。

御。

筆。

、

136

早。

く。

宇。

宙。

を。

呑。

吐。

す。

べ。

き。

濶。

逹。

の。

御。

氣。

性。

を。

露。

は。

137

し。

玉。

ふ。

も。

尊。

と。

き。

の。

極。

み。

に。

て。

、
ま
た
神
阪
家
の

．
．
．
．

138

至
寶
と
謂
ふ
べ
く

．
．
．
．
．
．
．

、
拜は
い

觀か
ん

之こ
れ

を
久
ひ
さ
し
ふ
し
き
。

139

氏し

今こ
ん

年ね
ん

四
十
三
歳さ
い

、
資
性
勤
恪
愼
密
に
し
て
泛

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

140

交
を
好
ま
ず

、
、
、
、
、

、
聲
名
隆
起
し
て
孜
々
日
に
研
鑽
に

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

141

力
む
、
、

、
ま
た
獲
易
か
ら
ざ
る
異
材
と
い
ふ
べ
し

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

。

142

談だ
ん

話わ

二
時じ

許き
よ

、
乃

す
な
は

ち
辭じ

し
歸か

へ

る
。

●六



以
上
が『
日
出
新
聞
』「
江
湖
快
心
録
―
図
案
家
の
白
眉
―
」の
全
文
。

黒
田
天
外
は
、「
江
湖
快
心
録
」を
後
に
纏
め
て
書
籍
と
し
た
。

○『
江
湖
快
心
録
』（
芸
艸
堂
、
明
治
三
十
四
1901
年
）

白
川
の
花
隠
子
以
下
十
九
篇

○『
続
江
湖
快
心
録
』（
京
都
文
具
教
育
商
報
社
、
明
治
四
十
1907
年
）

山
県
侯
の
無
隣
庵
以
下
二
十
四
篇

○『
続
々
江
湖
快
心
録
』（
芸
艸
堂
、
大
正
二
1913
年
）

金
地
院
の
老
師
以
下
三
十
一
篇

の
三
冊
。（
こ
の
三
冊
に
つ
い
て
は
同
志
社
女
子
大
学〈
請
求
記
号281/k734/1

〜3

〉

図
書
館
の
御
好
意
に
依
り
見
る
事
を
得
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
。）神
阪

雪
佳
を
扱
う「
図
案
家
の
白
眉
」は『
続
々
江
湖
快
心
録
』に
備
う
。
両
者
を

比
較
し
て
見
る
と
、ル
ビ
の
有
無
や「

」字
を「
こ
と
」と
す
る
以
外
に
も

手
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。そ
こ
で
両
者
の
比
較
一
覧
表
を
次
に
付
し
て
お
く
。

「
図
案
家
の
白
眉
」
比
較
表

上
の
新
聞
記
事「
江
湖
快
心
録
―
図
案
家
の
白
眉
―
」は
、『
と
う
か
会
』（
芸

艸
堂
、
明
治
四
十
1907
年
）に
浅
井
忠
と
共
に
参
加
し
、『
百
々
世
草
』（
芸
艸
堂
、
明
治

四
十
二
1909
年
〜
明
治
四
十
三
年
）を
発
行
す
る
間
の
出
来
事
で
、
青
木
嵩
山
堂

（
青
木
恒
三
郎
）か
ら『
京
都
名
所
画
譜
』・『
古
代
風
俗
』・『
狩
野
家
画
譜
』

『
風
俗
画
譜
』等
が
出
版
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
上
京
区
新
町
通
椹
木
町
に
黒

田
天
外
が
訪
い
、
図
案
家
神
阪
雪
佳
の
由
っ
て
来
た
る
所
を
問
い
応
え
た

も
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
雪
佳
が
言
を
総
合
す
る
な
ら
ば
、
雪
佳
に
と
っ
て
の
図
案
は
家 ○

業 ○

で
あ
る
、
と
の
認
識
に
立
っ
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。
通
常
、
品
川
弥

二
郎
に
よ
っ
て
装
飾
芸
術
に
対
し
て
開
眼
し
た
と
さ
れ
る
が
、
当
該
記
事

に
依
れ
ば
、
そ
れ
以
前
か
ら
彼
は
図
案
に
対
す
る
心
を
有
し
て
い
る
。
故

に
、
図
書
館
資
料
的
に
は
再
検
討
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

1
行
目

九
月
六
日

3
行
目

卓
子
を
圍
ん
で

同
年
九
月
六
日

行

新
聞
記
事
該
当
部
分

『
続
々
江
湖
快
心
録
』
部
分

一
卓
子
を
圍
ん
で

9
〜
10
行
目

禁
裏
御
中
で
、

御
所
侍
で
、

14
行
目

で
も
あ
り
、

で
す
か
ら
、

19
行
目

專
門
と
い
ふ
は
、

專
門
で
は
、

20
〜
22
行
目

そ
れ
も
普
通
の
も
の
は
出
來

る
が
、
新
た
に
こ
し
ら
へ
る

こ
と
は
、

そ
れ
も
あ
り
來
り
の
も
の
ば
か

り
で
、
新
し
い
か
わ
つ
た
も
の

は
出
來
ま
せ
ん
。

28
〜
29
行
目

工
藝
品
の
組
織
を

工
藝
品
の
製
作
組
織
を

29
行
目

な
ら
ん
か
ら
、

31
行
目

織
物
の
配
色

な
ら
ん
と
云
ふ
必
要
か
ら
、

織
物
の
色

33
〜
34
行
目

蒔
繪
は
こ
し
ら
へ
て
見
ね
ば

蒔
繪
は
製
作
せ
ね
ば

39
行
目

同
堂
の
留
守
居
を

同
堂
の
留
守
を

58
行
目

只
今
玄
關
に
か
け
て
、

只
今
か
け
て

72
行
目

圖
案
調
整
に
従
事

圖
案
調
整
其
外
製
作
上
に
従
事

110
〜
111
行
目

繪
■
と
い
ひ
、
實
に
稀
世
の

豪
傑
で
あ
る
か
ら
、
せ
め
て

繪
■
と
い
ひ
、
せ
め
て
、

115
〜
128
行
目

氏
は
斯
く
語
り
つ
ゝ
、
…
…

拜
觀
之
を
久
ふ
し
き
。

ナ
シ
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ま
た
、
新
聞
記
事「
江
湖
快
心
録
―
図
案
家
の
白
眉
―
」に
は
、
神
阪
雪
佳

の「
き
ぬ
た
」図
を
中
央
に
据
え
る（
図
２
）。
こ
の
衣
打
つ
図
は
、
雪
佳
独
自

と
も
謂
う
可
く
、
他
者
の
画
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
も

く
雪
佳
に
と
っ

て
砧
図
は
重
要
画
題
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
扱
っ
た
作
品
も
数
多
い
。

京
都
国
立
近
代
美
術
館
で
催
さ
れ
た（
2003
年
8
月
30
日
〜
10
月
13
日
）「
琳
派
の
継

承
・
近
代
デ
ザ
イ
ン
の
先
駆
者
神
坂
雪
佳
」展
の
図
録
に
は
、
都
合
８
作
品
が
収
録

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
季
節
感
に
充み

ち
た
人
事
題「
砧
」は
、
雪
佳
お
気
に
入

り
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

「
砧
」に
は
二
種
存
し
、「
綾あ

や

巻ま
き

」と
称
す
る
器
具
を
使
用
す
る
場
合
と
、

切
株
等
の
平
面
台
を
使
用
す
る
場
合
と
で
あ
る
。
こ
の
二
種
を
一
図
に
示

し
た
も
の
と
し
て
貞
享
四
1687
年
刊
の『
女
用
訓
蒙
図
彙
』が
あ
る（
京
女
請
求

記
号
、381/O

。
但
し
、
京
女
本
は
近
代
に
な
っ
て
大
阪
だ
る
ま
や
書
店
版
後
摺
本
の
電
子

複
写
本
。
故
に
こ
こ
で
は
個
人
蔵
本
を
使
用
。）。
こ
こ
で
は
こ
れ（
図
３
）と
京
都
女

子
大
学
図
書
館
架
蔵
複
製
版『
百
々
世
草
』（
請
求
記
号
、727/K

i42

）か
ら
一
図

（
図
４
）、
お
よ
び
個
人
蔵『
寛
齋
聚
美
画
譜
』（
芸
艸
堂
、
刊
年
不
明
）か
ら
一
図

（
図
５
）を
併
せ
て
掲
げ
て
お
く
。
違
い
を
愉
し
み
た
い
。

た
だ
し
、『
続
々
江
湖
快
心
録
』で
は「
き
ぬ
た
」を
廃
し
、『
筏
師
図
』（
図

６
）に
替
え
て
い
る
。

△図2  新聞記事付載雪佳画「きぬた」

△図3  『女用訓蒙図彙』所載
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三

明
治
四
十
三
1910
年
七
月
十
日
付
『
京
都
日
出
新
聞
』
第
8295

号
第
一
面
記
事「
京
名
物（
八
十
八
）
神か

み

阪さ
か

雪せ
つ

佳か

氏し

」

こ
の
記
事
は
、『
百
々
世
草
』（
三
冊
、
明
治
四
十
二
年
〜
四
十
三
年
）完
成
頃
の
も

の
で
あ
る
。
挿
画
は
所
謂「
う
た
絵
」。
昭
和
九
1934
年
刊『
う
た
絵
』に
赴
く

途
中
の
も
の
で
、
二
十
数
年
前
に
既
に
こ
の
道
を
歩
ん
で
い
た
と
知
ら
れ
る
。

京
名
物（
八
十
八
）

▲
神か

み

阪さ
か

雪せ
つ

佳か

氏し

圖づ

案あ
ん

家か

、
裝さ

う

飾し
よ
く

畫が

家ゝ

と
し
て
の
雪せ

つ

佳か

神か
み

阪さ
か

吉よ
し

隆た
か

氏し

は
世よ

既す
で

に
定て

い

評へ
う

が
あ

る
、
氏し

は
今こ

ん

日に
ち

の
京け

う

都と

美び

術じ
ゆ
つ

壇だ
ん

に
於お

い

て
無な

く
て
な
ら
ぬ
人ひ

と

の
一
た
る
に
價あ

た
ひ

す
る
、
現げ

ん

に
市し

立り
つ

美び

術じ
ゆ
つ

工こ
ふ

藝げ
い

學が
く

校か
う

教け
う

諭ゆ

と
し
て
圖づ

案あ
ん

裝さ
う

飾し
よ
く

の
方は

う

面め
ん

に
は
皆み

な

一
に
氏し

の
指し

導だ
う

を
仰あ

ふ

ぐ

と
な
つ
て
居を

る
、
京け

う

都と

に
生う

ま

れ
京け

う

都と

に
育そ

だ

ち
た

る
古こ

典て
ん

趣し
ゆ

味み

の
人ひ

と

、
其そ

の

み
や
び

、
、
、

な
る
風ふ

う

采ざ
い

は
や
が
て
其そ

の

藝げ
い

術じ
ゆ
つ

の
或あ

る

消せ
う

息そ
く

を

洩も
ら

す
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
、
古ふ

る

い
人に

ん

形げ
う

な
ど
を
蒐し

う

集し
ふ

し
て
古こ

名め
い

匠せ
う

の
匂に

ほ

ひ
に
あ
こ
が
る
ゝ
と
こ
ろ
な
ど
、
�た

し

か
に
氏し

の
特と

く

性せ
い

を
覗う

か
ゞ

ふ
に
足た

る
べ
き

も
の
が
あ
る
、
■ゑ

は
鈴す

ゞ

木き

瑞た
ま

彦ひ
こ

に
學ま

な

び
圖づ

案あ
ん

は
岸き

し

光か
う

景け
い

に
教を

し
へ

を
う
け
た
が
、

今い
ま

は
只ひ

た

管す
ら

光か
う

琳り
ん

、
宗そ

う

逹た
つ

、
乾け

ん

山ざ
ん

あ
た
り
の
遺ゐ

風ふ
う

を
慕し

た

ふ
て
居を

る
、
門も

ん

下か

に

は
古ふ

る

谷や

紅こ
う

麟り
ん

氏し

を
出い

だ

し
令れ

い

弟て
い

に
は
同ど

う

姓せ
い

の
松せ

う

濤た
う

君く
ん

が
あ
る
、
紅こ

う

麟り
ん

氏し

が
京け

う

都と

圖づ

案あ
ん

界か
い

に
於お

け
る
地ち

位ゐ

や
、
松せ

う

濤た
う

氏し

が
曩さ

き

に
丙へ

い

午ご

■が

會ゝ
い

に
加か

盟め
い

し
關か

ん

西さ
い

美び

術じ
ゆ
つ

院ゐ
ん

で
一
人に

ん

前ま
へ

の
デ
ツ
サ
ン
を
や
つ
た

な
ど
を
偲し

の

ぶ
時と

き

、
氏し

に
も
又ま

た

多ゝ

方は
う

面め
ん

の
趣し

ゆ

味み

性せ
い

が
あ
る

を
聯れ

ん

想さ
う

せ
ず
に
は
居を

ら
れ
ぬ
、
お
と
な

、
、
、

し、
い、

お
方か

た

で
す
と
は
一
般ぱ

ん

の
通つ

う

評へ
う

で
あ
る
け
れ
ど
負ま

け
じ
魂

た
ま
し
い

も
あ
り
甚は

な
は

だ
怜れ

い

悧り

な
る
一
面め

ん

の
あ
る
こ
と
も
見み

落お
と

す
譯わ

け

に
は
行ゆ

か
ぬ
、
其そ

の

筋す
ぢ

の
命め

い

に
依よ

り
明め

い

図6 『続々江湖快心録』掲載
雪佳画「筏師図」

△

図5 『寛齋聚美画譜』所載
「月下擣衣」

△

△図4 『百々世草』所載
雪佳画「砧図」
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治ぢ

廿
四
年ね

ん

英江
い

國こ
く

グ
ラ
ス
ゴ
ー
博は

く

覽ら
ん

會か
い

に
出し

ゆ
つ

張て
う

し
て
意い

匠せ
う

圖づ

案あ
ん

の
取と

り

調し
ら

べ
に

從し
た
が

ふ
た

も
あ
る
、
此こ

の

歌う
た

繪ゑ

は
源み

な
も
と

重し
げ

之ゆ
き

の「
ゆ
く
水み

づ

の
岸き

し

に
に
ほ
へ
る

女
郎

お
も
な
へ

花し

し
の
ひ
に
浪な

み

や
お
も
ひ
か
く
ら
む
」
を
想さ

う

化か

し
た
る
も
の
、
氏し

の

藝げ
い

術じ
ゆ
つ

の
一
端た

ん

を
知し

る
に
は
ま
こ
と
に
恰か

く

好か
う

の
も
の
で
あ
ら
う
。

四
　
昭
和
十
七
1942
年
正
月
七
日
付
死
亡
記
事

『
京
都
新
聞
』に
載
る
神
阪
雪
佳
の
死
亡
記
事
は
次
の
通
り
。
記
事
で
は

一
行
十
五
字
詰
め
な
れ
ど
こ
れ
を
無
視
し
て
追
込
み
と
し
た
。

神
阪
雪
佳
氏

圖づ

案あ
ん

家
と
し
て
有ゆ

う

名め
い

な
神
阪さ

か

雪
佳
氏し

は
豫
て
病べ

う

氣き

療れ
う

養よ
う

中
の
と
こ
ろ
五
日
午
後
六
時
逝
去き

よ

し
た
、
享
年
七
十
六

同

伯
は
慶
應
二
年
京
都
に
生
れ
、
幼
に
し
て
四
條
派

家
鈴
木
瑞

彦
に
學
び
、
明
治
廿
二
年
品
川
子
爵
の
説
に
発
奮
し
圖
案
に
志
し
、

時
の
帝
室
技
納
員
岸
光
景
氏
に
師
事
す
、
同
廿
九
年
市
立
美

工

藝
圖
案
調
整
所
主
任
を
囑
託
、
卅
四
年
農
商
務
省
よ
り
歐
洲
へ
派

遣
さ
れ
、
歸
朝
後
京
都
工
藝
界
に
盡
し
、
大
正
八
年
内
閣
よ
り
工
藝

審
査
會
委
員
を
被
仰
附
、
昭
和
十
二
年
佛
國
よ
り
勲
章
を
授
與
、

昭
和
十
三
年
五
月
京
都
美

館
評
議
員
囑
託
、
そ
の
間
圖
案
に
關

す
る
著
書
多
し
、
大
作
中
有
名
な
の
は
久
邇
宮
家
御
下
命
作
品
を
は

じ
め
ヒ
ト
ラ
ー
總
統
に
賜
與
せ
る
花
車
の
考
案
等
多
多
あ
つ
た

な
ほ
葬さ

う

儀ぎ

は
十
日
午
後
一
時
か
ら
三
時
ま
で
寺て

ら

町
四
條
下
る
大
雲う

ん

院い
ん

で
執し

つ

行
す
る

右
に
依
れ
ば
、
神
阪
雪
佳
は
昭
和
十
七
年
正
月
五
日
に
身
罷
っ
た
。
と

こ
ろ
が
、
二
０
０
三（
平
成
十
五
）年
〜
二
０
０
四
年
に
催
さ
れ
た「
琳
派
の
継

承
・
近
代
デ
ザ
イ
ン
の
先
駆
者
神
坂
雪
佳
」
展
図
録
に
備
う「
神
坂
雪
佳
略
年
譜
」

（
小
倉
実
子
編
）で
は

昭
和
17
年
77
歳

1
月
4
日
　
雪
佳
亡
く
な
る
。
戒
名
は
光
照
院
賢
誉

祥
観
雪
佳
居
士
。

1
月
10
日
　
大
雲
院
に
お
い
て
葬
儀
が
営
ま
れ
る
。

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
正
月
中
で
あ
っ
た
が
為
か
逝
去
日
に
一
日
の

差
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
実
日
と
公
表
日
と
の
違
い
か
否
か
は
さ
て
置
い

て
、
差
の
あ
る
こ
と
だ
け
は
記
録
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

お
わ
り
に

「
神
阪
O
隆
」名
の「
神
阪．
」は
戸
籍
係
が
誤
っ
た
も
の
で
、
元
来
は「
神
坂．
」

字
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
故
に
、
多
く
の
近
代
論
者
は「
神
坂．
雪
佳
」と
彼

を
呼
ぶ
。
し
か
し
誤
解
し
て
は
な
ら
な
い
の
は
た
と
え
戸
籍
係
が
間
違
え

よ
う
が
戸
籍
名
は「
神
阪
」で
あ
っ
た
点
に
あ
る
。
そ
こ
で
新
聞
記
事
は
一

貫
し
て「
神
阪
」を
用
い
て
い
る
。『
染
織
図
案
海
路
』も「
神
阪
雪
佳
」名
と
な
っ

て
い
る
。
そ
ん
な
彼
が「
神
坂．
雪
佳
」名
を
使
用
す
る
の
は
何
時
か
ら
か
。

新
聞
と
い
う
図
書
館
資
料
は
、
同
時
代
資
料
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
図
書
館

資
料
と
し
て
の
新
聞
を
、
雪
佳
を
考
え
る
為
に
紹
介
し
て
み
た
の
で
あ
る
。

〔
追
記
〕本
稿
は
本
学
図
書
館
関
係
窓
口
の
連
携
に
よ
っ
て
資
料
を
蒐
め
、

本
学
内
同
好
会「
雪
佳
研
究
会
」で
検
討
を
加
え
た
も
の
を
八
木
が

成
文
化
し
た
。
従
っ
て
文
責
は
八
木
に
あ
る
。
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